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患者会の交流では、情報交換や悩みを共有したり、励みになる一方で、個々で
病気の進行度や状態が違い、体調が良い人も悪い人もいて、どのように寄り添
う事がその人にとって最善か、迷う事もあります。ただ、患者会をセッティン
グするだけでなく、傾聴のスキルも身につけたいと思います。また、Be style
だけではなく、他の患者会との交流も挑戦してみたいと思います。インスタグ
ラムも更新中です。コンテンツの一つとして、動画撮影もしたいなと思いま
す。

2025

=====

若年性がん患者会

Relay For Life 2024 
２０２４年も無事に患者会でブースをお借りして、リレーフ
ォーライフに参加する事が出来ました。今回の会場は、大学
の施設という事もあったのでしょうか、若い方も多くいらっ
しゃった印象で、ブースの準備の前に患者会の名刺とキャン
ディーをセットにした物を、ブースの出展をされている皆さ
んに配りました。

ペットボトルで
リサイクルアクセサリー

今後の患者会の目標

今回のリレーフォーライフのブースでは、ペッ
トボトルのキャップを使って、アクセサリーや
キーホルダーを作って頂くとゆう体験型のチャ
リティーイベントを企画しました。昨年はドリ
ンクの販売と小物の販売の２本柱だったので、
昨年の売り上げは超えられませんでしたが、今
年も寄付金を募る事が出来ました。

イベント当日は、写真を撮る時間がほとんどな
いくらい、たくさんの方にアクセサリーやキー
ホルダーを作って頂きました。

また、イベントは新たな出会いの場でもあり、
患者さん同志の再会の場でもあります。お互い
の治療や近況の報告をしたり、情報の交換をし
たり、私自身も、患者会の皆さんが、それぞれ
の日常で頑張っている話を聞いて刺激を受けま
す。
患者さんに混じって学生さんも制作して頂い
て、賑やかな交流の場になりました。

資料１4-(２)


